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ふ
^
、典
產
黨
政
府
味
是
' 

R依
«
小
親
模
な
る
個
人
的
農
業
經 

營
を
大
規

模
«

.る
集

'合

P

營
R

-

變
せ
し

め
?

共

に
、
是
R

依
セ

典
產
黨

：

は
取

I

 

.
の.脅
威 

た
る
ク

^
K
.
:
v

を
殲
滅
せ
ん

'己V

を
.期
し
た
の

.で

：あ

る

。

，

：：
： 

：

.

.ッ
ロ

k

ホ
ス
ば
そ
の
共
同
組
織
の
深
淺

In
枣
個
入
經

«
.か
ら
の
遠
近

R

由
て
大
凡
そ
一
一
一
種
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蒸
裙
亲
ズ
菸
缓
與
薄
以
孩
 

第
十
'
1.

「

號
ー

分
つ
己

>

が
出
來
み

::
0

.最
冬
組
織
の
；淺
い
如
亂
氣
作
組
合

.

(

メ
ゥ
メ
： 

7

ナ
ャ

.ォ
ブ
ラ
ボ
ト
ヵ
，
 

セ
ム
リ

)

之
^
次
く
ァ

ル
-グ
,
最

も

個
人
經
營
か

ら
遠
い
コ

V

ミ
ユ

X

が
そ
れ
で
あ
る
。

ソ

オ
 

■ス
r 

R
あ
り
；て
は
播

.種
#
作
、收
獲
等
生
産
の
共
同
が
行
.は
れ
て
、生
產
番
段
味
金
然
個
別
的
所
有 

の
儘

k

委
せ
ら
れ

る(
或
は

日
.ぶ
、土
地

及

び
最

も
重

'
要
'.な

る
生
.產

手

段

淡
集
合
占
有
は
移
^
れ 

る
!
。
ァ
ぐ
ァ
产
に
あ
つ
て

は
、
農
民
の
住
宅
、自
家
用
の
菜
圆
家
畜
の
一
部

^

牛
^

等
豪
禽
を 

除
さ
土
地
並

R j

切
の
農
具
勞
働
象
畜
が
共
同

^

移
^
れ
る
。
而
し
て
吏

R

ー
步
を
進
め
て
、
 

晉

k

生
產
：の
み
な
ら
ず
。

'消
費
も
亦
共
同

(

共
同
住
居

•共
..

同
炊
：事
等

)

-̂
行
は
れ
る
の
が
農
業
‘コ
 

ン
ミ
ユ

.
ン
で
あ
る
，
政
府

.の

.方
針
は
此
中
の

.
ァ

,
テ
ル

t

コ
^

ホ
ス
甚
本
形
態

€
す
る
。

コ
ノ
ホ
ス
へ
の
參
ヵ
は

^

め
力
ら

*

民
の

s

m
意
思

^

曲
て
せ
ら
る
ベ

S 
%
の

ビ
S
め
ら 

ノ
た(」

九
ニ
八
年
七
月
共
產
黨
中
央
委
員
會
總
會
決
議

)

。
然
ら
ば
農
民
の
コ
ル
ホ
ス

k

對
す 

る
態
度
如
何

o

農
民
は
何
物

^

誘
は
れ
て
コ
ル
ホ
ス

^

參
加
す
る
の
で
あ
ら
ぅ
か
。

勞
働
家
畜
及
び
充
分
の
農
具
を
持
た

.
ぬ
最
下
：層
の
農
民
は
大
體
コ
；

,ホ
ス
參
加

k

賛
成
で 

あ
る
ど
見
て
好
か
ら
ぅ
。
そ
れ
は
コ
：

,

ホ
ス

R

於
て
現
狀

k

此
し
て
ょ
み
挺
さ
生
活
を
な
し 

得
る
ど
期
待
す
る
か
ら
で
あ
る
。
農
耕

^

依
て
滿
足
な
る
生
活
を
營
む
乙
、とを
得
ず
、都會
へ

出
て
も
確
實
な
仕
事
を
見
出
す
當
て
が
な
い

V」

い
ふ
遵
民
は
、喜
ん
で
コ
ダ

ホ
ス

R
加
.入
す
る 

で
あ
ら

ぅ
。

コ
ル

ホ
ス
で
食
料
當
て
が
ひ
の
與

{

ら
れ
る
丈
け
で
も
多
く
の
貧
農
^
取
り
て 

は
充
分
の
牽
引

v

な
る
。

'
中
農
に
至
つ
て
は
自
立
自
營
を
欲
す
る
念
慮
が
强
い
か
ら

«

し
て
コ
ル
ホ
ス
ベ
の
參
加
を 

喜

ば
ぬ
。
彼
等
の
希
望
は
自
己
の
土
地
を
自
ら
耕
し
、成

.る
べ
く
其
土
地
の
面
積
を
擴
げ
、ま

ふ 

ベ
く
ん
ば
ク
ラ

ァ
ク

の
境
涯

^

到
達
す
る
乙

V
J
k

あ
る
。
故

^

後
述
の
如
く
、多
數
の
中
農
が 

コ
，
ホ

x

k
赴
い
た
の
は

^

自
由
意
思

^

曲
る
の
^
な

X

て、種
々
の
®
迫
を
蒙
つ
た
の
で
あ 

る
こ
ど
は
殆

V」

疑

'ぶ
き
事
實
で
あ
る

.0
而
し
て
ス
タ
リ
シ
以
下
典
產
黨
幹
部
も
之
を
認
め
て 

屈
る
。
彼
等
が
今
年

三

月
地
方
黨
員
に
對
し
オ
コ
ル

ホ
IX
,運
®

ザ
就
い
て

..の「

逆
上

」

を
诫
め
、蓮 

動
の
_
和
を
指
令
ん
た

 

'の
が
其
證
據
で
あ

-6
。
..
.
M

迫
の
方
法
は

a

々
あ
る
。

.
不
參
加
者

^

» 

，て
"不
利

.̂
る
.耕
地

•«
理
、課

稅

を

重

，く
す
る
序
ゼ
、エ
業
品
の
供
給
上
、又
薇
物
買
止
k

不
利
の 

取

扱

^

す

る

Z
ど
•又

參

加

を

肯

ん

ぜ

ぬ

も

，の
•を
，ク
一
フ
.ア
ク
ヾ」

宣
一
一
一
日
し
、投
獄
、追
放
、財
產
沒
收
を 

以

.て

.之

.̂
臨
む
乙

^
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
：
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;

斯
の
如
く
好
ま
ぬ
も
の
を
コ

ダ
ホ
ス
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强
制
す
る
結
果
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一
が
夥
し
い
家
畜
の
屠
殺
農
具
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一四 

の
投
賓
セ
な
つ
て

‘
親
れ
た

:0
政
府
植
之
を
楽

1 *
し
た
が
、抑
も
何
故

{2
:

此

等

. 0
事
’か
起
る
か
ミ 

.火
ふ

^

,
農

届

.0
身
に
な

: 0
て
見
れ
虹
農

.具
ゃ
家
畜
を
携
へ
て
コ
ル
ホ
ス

k

#
加
し
て
も
個
人 

观
裳
何
等
の
刹
益

^

袭
け
な
い
か

:£
>
、寧

ろ

奪

'賣
却
し
て
其

.代

金

を
;»
^

し

な

方

が

利

益

だ
 

ビ
思

^

r0
S

含

摩

3

:

又

中

農

ビ

し

.て
は
、貧

'*
ゃ

ブ
ロ
き

• 
y
ャ

が
何
も

持

た

ず

允
參 

^

す

v,
6

^

i
:§
分
達

バ

ち

丈

け
M :
具
^

家

畜
*

持

つ

て
*

久

^

て
：
林

損
^

ゼ

い

：ふ
.
考

へ
:■
%

あ

る

。 

.’；：%

ラ
-
7ダ
は
如

.何

ビy
^

k
、ク；ラ

.
ァ
ク

;'
^

對
し
て
は
蘇
聯
律
府
は
最

.近
極
度

Q
'

迫
害
を
加 

へ
て
之

；^
膚
村
か
も

-
掃
し
ょ

3

，じ
し
本
ぬ
る
。

ク
ラ
ァ
ク

$
 

K
對
し
て
抵
抗
を
試
み
、兩 

者
の
關
，
は

.顧
め
て
尖
艇

€
な
っ
て
ぬ
る
。
政
府
は
一
方
ク
ラ
ァ
ク
の
.反
共
產
勢
力
を
恐
れ 

て

そ

の

コ

ル

ホ

ス

汆

參

加

す

る

：

ど
を
顧
じ
、释

年

+

1
月
の
共
產
黨
中
央
委
員
會
總
會
の
決 

議

T

T
.K
も

:̂ラ
..

ァ
ク
を
コ

ダ
ホ
ス

k

*
加

_

-b
め
ざ
る
は
勿
論

®

ほ
么
れ

'1
々
ー
掃
せ
ね
ば 

な
ち

•
之
ダ
を
言
つ
て
屑

^)

ハ
同
時
が
他
面

k

於
て
そ
の
存
續
を
不
可
能
な

‘

し

[/
'

べ

さ

方
 

法

を

！!
じ

て

：
や

る;;
• °

即

ち

今

年

二

乃

J

白

發

布

の

法

令̂
依

て(
一
.)

大

衆

的
..コV

ホ

ス

運

敵

の
 

行

'̂
る
--
、

地

方

ド

於

て

土

地
^

潸
借
許
可
及
び
私
營
農
業
炎
於
妙

-5
'展
_

勞
働
.許
可

k

關
す 

る

ぉ

令

汝

懷

止

す

^

乙W:

°(

一ー)

コ
.
, 

'亦
ス
蓮
動
の
行
は
，る

：、
柿

方

ド
於

て

政

府

機

關

た
對
し

グ

ラ

r

グ：Q. 

:|:ぃ

切
の
：鬪
爭
方
法

—

財
產

沒

«

及

が

移
ft
-を
含

ひ

I

を
.適

用

す
' る
：
*'
能
を
附
與 

す
，
る

m

 

v

,s
r
定
め

.

.た
の
：で

あ
る

6

併

し

富

M
€

中
農
ミ
の

' 區
分
線
の

明

確

で

な
い

乙
J

は

前 

0
P
通

A
で
，あ

る

か

ら

、富

農

迫
' 害

政
策
は
'中

農
、時
ヒ

じ

て

は

貧
農
を

も

被
害
者

k
し
た 

>.
此

事
も

.黨
の
；指

令

中

,̂
認
め

.ら
れ
て
ゐ

-

r

:
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：
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.

.
然
ら
ば
コ
へ
ル
ホ

^
運
動
の
成
績
は
何

3

で
ぁ

.
つ
：
介
：か
。
、
コ

ダ
ホ
ス
k

參

_
す
る
.農
家
の
數

は
.驚
.ぐ
.ベ
.：.
S
,速
度
を
以
て
增
加

"し
：セ
、今
年
春

^
.脒

1

度
び

.そ
の
總
數
の
過
半
を
：糾
合
し
た

。
：'

即
ち
ー
九
ニ
七
年

.の
始
め

^

は
コ
々
ホ
ス
の
：總
數

.

一,
®

八
三

1:11。

一
 

九
ニ
八
年
の
五
：月

I

日

に
は
.w

三
.、r

六

1

o:.
1
.

九

一

一

九

年

十

月
{C
は

約

六
0

0

©
.
0ノ

一 

九
一
一
一
〇

年

三

月
.
一
日

k

は

:ー
0
.
.〇
、
0 0

〇
に
達
し
和
。
胃
し
て
之
に
參
加
し
た
農
家
の

' 數

は

【

九
一
一
九
年
十
月
^

は
ー

百
萬
、1.

九
三
：0

年

ニ

月

ャ

日

^

は

八

：智

萬

、
：一

‘：個

月

後

.の
2

月

4
:
:日
^

は

，マ
千
數
西
萬
に
上
つ

て
：ゐ

る

;0
此
の

.最
後
の
數
字

R
就
；
い
て
は
■報
道
者

(C
依
て
僅
許
の
出
入
が
あ
る
：け
れ
ざ

.も
、前

記
営
崎
氏

k

ょ
れ

ば
、參
加
農
家
數
は
一
千
四
百
一
一
十
六
萬
四
.千
一
一
”
耳
戶
、その

..

聯
邦
總
農
家
數

R

對

:1
.
.る
此
率
は
五
五
^
で
あ

^
.。
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蘇
聯
新
々
鸫
濟
政
策
以
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第
十
1

1

|丄、

:
.元
來
コ
ル
ホ
ス
ば
革
命
の
當
初

k 

V
 ,

度
都
市
か
ら
の
歸
村
勞
働
者
ど
貧
農
€
を
以
て
組 

織
せ

.ら
れ
ナ

乙
€
が
あ
つ
た
，け
れ

，、レ
も
新
經
濟
政
策
裸
用
後
は
漸
次

k

凋
落

X

た
。
前
記
の 

,
急
速
な
る
發
達

t
遂
げ
た
の
は
無
論

'政
府
の
促
進

^

ょ
る

%

の
で
あ
る

0

後
述
の
如
く
上

il
l 

の
數
す
は
人
エ
吖
に
造
み
上
げ
た
部
分
が
あ

*o
て、そ
の
儘
錐
持
す

.る

乙
^
は
出
來
な

/>
乙
しヾ
 

が
明

k

な
り
た
。
併
し
兎
も
两
右
記
の
事
實
は
驚
く
べ

P
成
績

ビ
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
共
產 

鐵
員
が

乙
れ
t

見
て
ス
タ
ク
シ
の
所
謂

r

好
成
績

fc
ょ
る
逆
上

」

に
陷
わ
た
の
も
無
即
で
は
な

(

, 

M
'コ
ル
ホ
ス
經
營
紀
铱
ス
生
產
カ
の
增
進
は
如

.何
で
あ
ら
ぅ
か

O

コ

グ
ホ
.ス
の
組
織
^
依
つ 

て
®
地
交
錯
を
整

■

し
て
耕
地
細
分
の
弊
を
除
さ
得
る
限
彡

ft
於
て
勞
働
の
生
產
力
を
高
め 

る
效
果
の
あ
る
べ

S

は
疑
を
容
れ
ぬ

.°
併
し
乍
ら
數
千
へ
ク
タ
ァ
ル
の
面
積

?:
耕
す
コ
,
ホ
 

ス
は
充
分
な
る
機
槭
動
カ
の
備
は
る
を
俟
つ
て
始
め
て
其
效
果
を
擧
げ
得
べ
さ
も
の
で
あ
る 

の
に
、現
在
^
於
て
其
の
農
業
機
械
が
國
內
の
製
造
に
依
て
名
外
國
か
ら
の
輸
入
に
依
て
も
之 

を
必
要
の
程
度

^

於
て
供
給
す
る
乙

^
が
出
來
ぬ
。
例
べ
ば
ト
ラ
ク
タ
ァ
に
就
い
て
見
る
も 

コ
ぐ
ホ
ス
の
發
達
が
急
速
で
あ
れ
ば
あ
る
程
其
木
足
は
愈
々
甚
し
ぐ
な
ら
ざ
る
を
得
ぬ
0
叩 

ち
ー
九
ニ
八
年
ド
は
コ
，
ホ
ス
全
耕
作
面
積
の
七

T

I
 

%
が
ト
ラ
ク
タ
ア

k

依
て
耕

^

A

た

の
ヤ

あ

る

が
，此
の
百
分
比
は
一
九
ニ
九
年
に
は
四
三

.一一
%

ど
な
う
、更

R

一
 

九
三
〇
年

H

月
A 

k

^

c

k

I 

〇

^

5:
超

え

さ
る
程
皮

^

下
が
つ
た

^
う

で

あ

-'
5C

D
O
m
a
n
e
w
s
k
a
j
a
,
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1
4
0
。

§ 

の
報
道
に
ょ

れ

ば
，今

年

J.

启
ィ
ズ
ゴ

ス

チ
ャ
紙
の
社
說
は
勞
働
家
畜
の

投
賣
磨

殺
の
木
可

ダ 

る
こ
ど
を
攻
擊
す
る
處
で
斯
う
い
つ

て
居
る
。

r

ト
ラ

ク
タ
ァ
の
供
給
は
非
常

k
急
速
な
る
テ 

ン
•ホ

を

以
て
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、併
し
乍
ら
尙
ほ
.ト

ラ
' 
ク

タ
ァ

の：
牽
引
.力
は
全

國

*
引
力

總
鲁 

k

比
し
て

;H
鉍
を

超

え
ぬ

。

即
ち
.大
部
分
は
勞
働
家
畜

R

依
ら
ね
ば
な

ら
ノ
ぬ
所

a

e
あ

る」

ど
 

(「

ソ
：ゥ
チ
ー

>
.聯
部
車
情

」

第
二
號
第
六
頁

)

。
.
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參
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。
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。
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れ
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參
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濟
約
六
〇
％
の
割
合
ど
な
つ
て
ゐ
る
が

<

滿
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落
し
た
。

乙

れ
で
は
殆

.
r
滅
亡
た
近
い
衰
退
で
あ
る

( 

此

.の
翁
歡
な
る
衰
退
は
ス
タ
リ

'ン
の
第
十
六
囘
全
露

.共
產
黨
大
會
で
の
報
吿

k
は
言
及

.
3れ 

第
二
十
四
卷

a

八九I )
.
.

蘇聯新々
藝政策以後

 

第M.r

数



•

十
g

%(
一

へ
九
：二

)

蘇
暖
新
々
經
濟
政
策

2
^

 

第

芏

號

：

ニ

 

o
‘

て
.
'居
ら
：
g
'
o
v
.
併
し

「

y-
ゥ

-

i
ト
聯
弗
、

*
.赞

(

第
吗
號
：第

1
:

〇
、F

 

K

Sに
ば
、
モ
へ
ロ
K

る
及
、̂

力
ガ 

ィ
今
ッ
チ

'^:
前
者
は
共
產
黨

ビ

二
ン
グ
ラ

”
ァ
ド
：州
會
議
席
上

^

後

：
者

は

：
第

〗

：
ー
：
囘

共

；
產

.
黨

莫

斯
 

#;
州
會
議

0

Jb
-
.で
右
の
通
か

.報
告
し
た

S

明
記
し
て
あ
る

0

此

照
は
關
係

ic
5.
.所
極

.
め
て
重

. 

大
で
あ
る
が
、私
は
自

&•
:
直
接
原
資

.料

R

就
ぃ
；
て
；吟

味

す

る
便
宜
ハ
B
:
持
つ
て
，Q

'

な

Lr
o

rs
V
念 

の(

爲
め
に
報
道

0
出
所
を
擧
ぐ
れ
ば
左
の
；如
く
で
あ
る

。

；
.，：
.

o
s
e
T
K
L
S
.

d̂
o
k
j
t
s 

tob'. 

b. 
MOJTOTOBk 

o 

J
ĉl
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。
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携
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械
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顧
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ら
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摘
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；
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參
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暴
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。
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又
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‘生
產
手
段

^

對
し
て
_何
等
か
の
顧

S

ふ

#

は
^

局
彼
等
の

所
有
す 

W

R
歸
着
す
蚤
で
あ

ら

ぅ

o
,

脫
退
し
た
も
の
は
中
農
許

6
で 

ば
、無
論
貧
農
も
脫
退
し
た
の
で 

れ
は
結
局
土
を
_
す
農
民
の
個 

は
砂
?:
變
じ
て
金
た
ら
し
む
ど 

事
を
說
明
す
る
で
あ

.ら
う
。

は
な
い
。

前
記
の
如
く
五
五

^

•か
.ニ
 

あ
る
。
此
事
實
を
如
何
紀
し
て
說
明 

人
主
蓊

R
あ
る
ヾ

」

い
は
ね
ば
な
る
ま 

い
ふ
、
を
の
農
民
の
私
有
地
に
對

ず
る

而

し
で
强
伽
的

_

段
釔
用
，Q

ざ
る
限

6
、口 

'ル
ホ
ス
，參

加

農

民

?:
ょ

し

現

在

以

下

k
減
少
せ 

ざ
る
迄
も
、少
く
も
之
を
著
し
く
增
加
せ
し
む
る
望
み
が
な

S

や
ぅ
で
あ
る

o

果
し
て
然

6

ヾ

」 

ず
る
時

は
、
全
農
家
總
數
.の
七
五

^

は
今
後
尙
ほ
私
營
農
民

e
し
て

0
る
も
の
ど
し
な
け
れ
ば
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,

な

ら
g

?

此

の

七

五
炎
k

對

し

て

勞

農

政：

府

は

：細

何

：な
；
.

る
：處
置
を
取
ら
ん

t

す

る

か

？
•
抑

む 

n

 

\
ホ
' 

ス
蓮
動
を
起

し
：た

理
由
は
、穀
物
貢
付
の
失
一
敗

R

あ
り
た

Z 

€
前
述
の
如
し

€
ず
れ
ば
、
 

此
の
多
數
の
私
瞥
農
民

u

 
0

い
で
' 

當
初
の

_

題
は
依
然

^

- U

て
未
解
決

P

儘
K

殘
る

9
J
若
し 

た
C

現
狀
の
儘
を
放
置
す
れ
ば

^

物
買
付
の
成
績
は
依
然

ビ

し
て
不
良
で
あ
ら
ぅ
。

そ
の
成 

績
を
擧
げ
务
餘
め

K

は
.

、ブ，づ
ジ
；

? <

等
の
主

•

張
.

し
^

る
如
く
、營
利
主
義
の
原
則
^
依
て
彼
等
を 

®

戟
す
る
か
，或
ば
前
段

K
述
ベ
來

0
.た
ゃ

5.
な
コ
火

.ホ
ス
促
進
運
動

k

依
る
か
、何
れ
か

k

せ 

ね
ば
な
る
ま
ぃ

,
併
じ
强
制
壓
迫
の
行
は
れ
雛
い

乙
e
は
今
證
明

3
れ
た
許
々
で
あ
る
か
ら
、
 

結
局
現
狀
を
維
持
す
る

0;
で
は
な
い
か
。へ
第
十
六
囘
共
産

.黨
大
會

ゅ
農
業
問
題
報
告
テ
エ
ギ 

は

n

ル
ホ
ス
ど
個
人
經
營
ど
：ギ
對
立

の
關
.係

k

陷
る

乙
ビ
の
な
い
や
ぅ
に
戒

.め
、黨

0-
:諸
機
關 

I

邦
の
多
數
地
帶

k

於
て
倚
ほ
比
罈
的

0

永
く
存
續
す

•ベ

き

個

人

經

濟

?:
何

等

輕

視

せ

ざ 

る

Z

ビ
t

警
吿」

し

て

，

Q

る
。
.m

)

又
.同
じ 

-

K

 

J

は「
軍

獨

經

營

者

を

疎

外

せ

、ず
、進

ん

で

.
Z
れ

*
 

援

I/
し
努
め
て
共
營
農
場

k

誘
致
す
べ
き
制
度
の
確
立
を
要
求
す
る

」

ど
い

.
0
て
，Q

る(「

聯
邦
事 

情」

第
三
號
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頁
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。
傲
し
：乍
ら
强
制
應
迫

^

廢
し
て
如
何
な
る

「

»

&」

の
手
段
が

0
る
で
あ 

6

う
か
。
'

た)

考
ぶ
べ
会
最
も
重
要
な
る
要
素
は

•農
業
機
械
：：の
豐
富
な
る
供
耠
で
あ
る
。：

鋒

業
機
械
の
供
給

•か
豐
富

ビ

な
っ
て
、
コ
ル 
'ホ
ス

♦か
ト
ラ
ク

タ
，ァ
其
他
を
自
由

^
使
用
し
#
る

乙

ビ
に
な
れ
ば
、少
く
も
技
術
上
中
農
所
有
の
農

.具

k

依
賴
す
る
必
要
が
消
滅
す
る
？

.
其

.縢

.
S

:
•
 

.

.

.

.

.

.

. 

.

し
自

.己
の
土
地
を

_

已
の
家
族

s

 

k耕
作
せ
ん

ビ
欲
す
‘る
中
農
，の
個
人
虫
義
が
左
程
极
.强

. 

厂
.一

'
.
. 

..
• 

•

v>
も
の
でな

；：

い

ビ

す

れ

ば

、
コ

X

 

.ボ
ス
，：へ
、の
參
加
誘
'引

は

相

.當
：た」

力
.强
い
も
:.
'
:の
ヒ
：な
：る
.で
べ
あ
：;&
- 

ぅ
。
；：
併

し

許

多

の

經

驗

.が
示
し
て
ゐ

：

る
通
：
-
彼̂
等

.'の
個
人
拿
義
，は
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さ
し
：が

■
«

め

^

®

S

 

o
故
ド
農
民

•
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制
を
俟
た
ず
し
^
自
ら

 

'，ル
ホ
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ス

“へ
參
加
發
ん

ビ

す
る
の
は
機
械
の
利 

用
に
依
セ

.：.

n \

一ホ:

ス
k
於
け

.る
生

.產
カ
が
著
し
く
增
進

t
、個

X
經

濟

が

そ：

の
低
廉
な
.る
生
産 

物
：の

競

爭

R
堪
ベ
得
な
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な
つ
た
時
へ

.で
，あ

る

ど
見
る
の
が
安
全
で
あ
ら
ぅ
。
併
し
此
場
合
.の
 

競
爭

.の
滕
カ
水
、貧
農
中
農

^
對
し
て
は
餘
，々
力
强
ぐ
作
用

.せ
1ー”

あ
ら
ぅ

.せ
厥
は
れ
る
の
は
、

.■少
o

穀
物

^
就

'い
て

：.
は
、彼
等
は
槪
ね
其

’收
穫
の
多
く
の
部
分
を
自
ら
消
費
：し、殘
^
を
市
場

■
 

-
 

-
 

.
 

.

.

.

.

.

. ..

.

ノ<
出
す
の
で
あ
る
が

€

の
市
揚
べ
出
る
部
分
、ば
割
_合

^
少
な
く
、而
か
も
儐
格
，の
壓
迫
を
蒙
.る 

の
は
農
民
の
生
產
額
全
部
で

な
く

て
、此
，の

市

場

へ

出

さ

れ

る

部

分

の

み

だ

か

ら

で

あ

る

。
，.
又 

\

ホ

ス
k

參
加
し
て
も
：先
に
述
べ
た
分
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の
間
題
が
依
然

ビ
し
て
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'い
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次

る
で
あ
ら
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民
を
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愛
：着

.技
自
ら
自
己
の

.生
：產

ド

依
賴
脅

ね

^
な
，ら
ぬ
：孤
要
，
^
で

あ

o
'た
.？
今

若

し

ヲ

ダ

キ
ス
に 

於
，て
各
個

人

を
各
個

人

の

.

.
生

存
K

對

す

^

責

任
?:
-.持

た

g
V

Z'
€

、
な

つ

た

な

ら
ば
、協
同
觀
念 

の
M 
p S:
農
民
：を
ば
：何

者

•
か驅
つ
て
勤
勉
な
ら
し
め
一
る
で

.あ
ら
う
か
。
此
場
合

k
は
無
論
何 

等
か
の
方
法

?:
以
て
農
民

.の

.報
酬

t

の：勤
勉
を
を
結
付

'け
て

.之
を
獎

»
刺
戟
す
る
方
法

5: 

靜
ぜ

.ね
ば
な
：る
ま

.s
。：
而
し
て
土
地
、農
具
：、又
'
«■
多 

< ゆ：
勞

働

力

?:
有
す
る

' 農
家
は

-無
論

そ

n 

{
一̂

す
み
顧
慮

?:
^

け
ね
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承
知
せ
ぬ
で
あ
ら

>
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而

か

も

共
產
黨
は
未
だ
公
け
く
丈
此
分 

配
原
則

'?
:
定
め
て
ゐ
な

W
や
う
で
あ
る
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.

:

H

又
播
種

‘耕
作
、收
獲
、分

配

の

實

行

上

^
コ
.
.ゾノ
ホ
ス
參
加
の

.農
民
は
何
人
の
指
揮
を
受
け
る
の

’ 

で
あ
る

‘か
。
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:
何
れ
そ
れ
は
外
來
の
專
門
指
導
者

(

勞
農
政
府
は
指
導
の
養
成
に
極
力
努
め
，て
ぬ 

る
.

)

か

®
合
員

’中
ょ
办
選
拔
せ
ら
れ
た
當
任
者
か
何
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で
、あ
ら
う
。
然
る
^
甞
て
英
佛
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ご 

勞
働
者
生
産

®
合
の
試
み
ら
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た
る
時
、

^
の
失
敗

^
終
つ
た
原
因
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合
員
た
る
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者
た
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配
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人
た
る
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置

^
あ
る
爲
め
、

^
の
命
令

k
服
從
せ
ず
し
て
«
瞥 

丄
の
規
律
を
保
つ

•
こ
ど
が
出
來
な

.か
つ
た

Z
ビ
で
あ
つ
た
/
文
化
の
程
度
の

低
い

露
西

is
の
 

^

段

^

果
し
て

^
れ

丈

け

の

勖

練

が

修

得

し

得

ら

る

、
で

ぁ

ら

ぅ

>̂
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次
：k
組

合

が

假

彡

k

存
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す

る

V
Vし
：て
、組
合
：的
利
己
：心
，か
.個
人
的
利
己
心
^
取
つ
て
代
る 

を
ぃ
ふ

乙
ど
が
起
ら

g

で
あ
ら
う
か

."
換
言
す
れ
ば
，個
人
た
る
農
民
は
成
る
ベ
く
工
業
品
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低
廉
で
，農
産
物
の
高
：價

な

ら

ん

Z
ど
を
欲
し
た
の
で
あ
る
が
、

.コルホスヾ

」

雖？P

此
黙
全
く
同 

一
で
は
な
か
ら
う
か

:0
'
生
：産

.せ
ら
れ
た
穀
物
は
個
人
の
も
の
で
は
な
い
が
、そ
の
集
合
體
た
る 

コ：\

ホ
ス
ー
の
も
の
で
あ
る
。
一
而
し
て
そ
の
成
員
の
受
取
る

.報
償
は
農
車
物

*

土
代
金
か
ら
支 

»•
は
れ
る
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で

あ

る

.
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5

す
れ
ば
、コ
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ホ

ス

じ
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も

矢
張
う
農
產
物

K

格
の
高
價
な
ら
ん 
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ど
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.欲
し
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し
政
府
の
買

4

價
袼
：が
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を
滿
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3

ぬ
：揚
合
：に
*

惜
し
み
を
な
し
、强
制
的 

に
徵
發
：せ
ん
ど
す

.れ
ば
、之

^

對
し
て

1
®抗
'す
る

ビ

.

い
ふ
る
；

s

i
當
然
起

A

得
る
喾
で
あ
る
。

た
V

從
前

の
農
民

k

あ
つ
て
は
、

個
々
の
農

民

か

或
は
少
數
の
圑

.結
、か

賣

惜
し
み
を

な
し

、若
し
 

く
は
抵
抗
を
し
た
の
で
あ
る
。.
若
し
コ
ル

ホ
ス
が
或
程
度
迄
普
及
し
た

曉
k

は
.、園

結
せ

る
農 

民
が
ブ

ロ
レ
タ
リ
ャ
獨
裁
政
府

^

對
抗
す
る
形
勢
ど
な
る
。

全
人
ロ
の
'八
割
を

占
め
る

ビ% 

ふ

農
民
の
大
部
分
が
穀
物
の
注
產
者
た

る

共
通
の
利
害
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護
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爲
め

k

圓
結
し
、且
つ
そ
の

政 

治
的

勢
力
を
，
覺

”し
て
：
«
:.法
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與

へ

ら

れ
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る
其
權

利

を

行
使

す
る

^
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ふ
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-'ビ
R
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な
ら
ば
、そ
れ
は
勞
農
政
府
紀
収

’
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て
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し
て
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難

&
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あ
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あ
ら
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